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①要約： 

このアイデアは、顔画像を AI を使って簡単に合成し、顔加工を効率的に行うことができ

るものです。この技術は、画像処理 AI や物流管理など、様々な領域で活用されることが期

待されます。 

 

②目的： 

このアイデアの目的は、従業員数 3000 名を擁する AI IoT ソリューションを提供する会社

のビジネスを支援し、顔認識や画像処理を通じて、効率化や業務改善を実現することで

す。 

 

③新規性： 

このアイデアは、顔画像を 3 次元化し、AI を活用して簡単に合成する点において新規性を

持ちます。従来は時間を要する顔加工が、より簡便かつ迅速に行える可能性があります。 

 

④独自性： 

このアイデアは、複数のニューラルネットワークを使用し、合成画像の品質を判断する AI

を組み合わせるなど、独自のアプローチが取られています。また、物流管理や画像処理な

ど、幅広い用途に応用できる点も特筆されます。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアは、AI の活用により業務プロセスの効率化が可能となり、業務コスト削減や

顧客サービス向上など、経済的価値を生み出すことが期待されます。また、画像処理や物

流管理など、多岐にわたる用途に適用できるため、様々な企業や業界で採用される可能性

があります。 


